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小特集について
心のケアセンタ一紀要委員会
奈良市生涯学習財盟が主催し、帝塚山大学こころのケアセンタ一、日本ドルフィンセラどー協
会が後援をして、市立都跡公民館(奈良市五条町)において「アニマノレ・セラピー〈動物介在療
法)入門講産」が2006年2丹4日と18日の二日間にわたって開催されました。本小特集はこの講
座の一部をもとにしています。講師として、本学心理学科の宮川治樹立主教授と、罵む学校・峯時
友香理代表が参加しました。全体のコーディネートも宮}I[が行っています。プログラムは資料 1
のとおりでした。
講座の概要
都跡公民舘も、生涯学習・社会教育の場としτ覆極的な活動をされています。宮}1は、そのよ
うな公民館活動の一環として講窪を行う以上、受講者も講師も含めた参加者全員が積極的に参加
し、その場を共有するようなものでおりたいとの顧いかち、参加者が互いを知り合い、うち解け
た雰囲気をf乍り出すアイス・ブレーキングとして「デート・ゲームjというワーク〈活動〉から
スタートしました。
第 1日目は、このアイス・ブレーキングと、宮JI!による動物介在活動総論「アニマノレ・セラピーっ
て・・・ ?Jの講演がありました。第2日目は、峯崎先生による「ホースセラピーの実際Jと、
宮JIによる「ドルフィンセラピーの実際jの講漬が行われました。罰百とも、約30人が受講者と
して参加しました。
掲載論文について
宮川による「ドルフィンセラゼーの実際j辻、スライドを中心としたイルカ介在活動の紹介で
るり、文章化は困難でした。間様に第1日Eのアイス・ブレーキングも文章化が密難でした。
したがって、本特集では、宮川による「アニマル・セラピーって・・・?一一動物介在活動総
論-Jと、峯崎先生による「ホースセラピーの実際jを文章化して語載しました。峯碕先生の
ご講演も，スライドも多用したもので、馬の学校む実接をよりわかりやすく紹介していただきま
したが、スライドの掲載は難しいため、残念ですが、その部分は削除さざるをえませんでした。
また、今屈の講座とは関係ありませんが、動物介在活動に関するものとして、コンパニオン動
物と人間のストレスや家族関係に関する調査報告である大久保論文を搭載しました。
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小特集毒物介在活動の現在
平戚 17年度
アニマル・セラピ一入門講座
開催要項
趣 旨: 現代の巨本は、ストレス社会といわれ、幼い子どもから高齢者まで皆多撞多様なスト
レスを抱え、葛藤しながち忙しい毎日を送っている。
本講座では、最近注目され始めているもののひとつである「アニマル・セラピ-Jを
テーマに取り上げ、私たちの生活に身近な犬・猪・鳥などの動物とのかかわり、また
イルカのトレーニングやホースセラピーといった療誌として実際用いちれている動物む
効集・効能など人と動物の鮮と新しいかかわりの形について考えたい。
内容:別抵参照
講 師:膏塚山大学心理福祉学部心理学科
詰教授宮}I!治樹さん
馬の学校
代表峯嬉友香理さん
後援:帝塚山大学心のケアセンター
非特定非営利活動法人 自本ドルフィンセラピー協会
主催:(財〉奈良市生涯学習期国都跡公民館
謹当:施設長荒川 卓
職員増田珪美 木村祥子
連絡先:~財)奈良市生涯学蓄財団都跡公民館
奈良市五条町204番地の 1
TELjFAX (0742) 34 -5 9 5 4 
H P : http://manabunara.jp 
<各自のテーマ・内容>
田 E 時 ア 一
平成18年 「アニマル・セラピー… ?J
マ 内 容
1 2月4日(土) 身近なペットの存在や役裂に関する総論的な話を仔うととも午後1時30分~ に、学びの雰毘気作りや参加者同士の交流を深めるためゲーム
午後3時30分 的なプログラムも組み込む。
平成18年 「ホースセラピーとドルフィンセラピーの実際J
2 2月18日(土) 病読や各種諮設その他で実際に療法として用いられている動午後1時30分~ 物(罵・イルカなど〉を取り上げ、映像も交えながら事梶報告
午後4時30分 を中心に進めるG
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